
一拍一拍



一拍は、時間ではない。

世界の配置を、ずらす行為である。



一拍置くことは、

迷いでも、ためらいでもない。

冷静になるためでも、

判断を遅らせるためでもない。

思考を深める過程でも、

正解を探す猶予でもない。

一拍は、

内側の整理ではない。



何かが起きる。

その瞬間、意味はすぐに固定される。

言葉は結ばれ、

関係は即座に形を持つ。

一拍は、そこに挿入される。

時間としてではなく、

配置の断絶として。

立ち上がった意味は沈み、

結ばれた関係は、ほどける。

言葉は、主張になる前へ戻り、

反応は、出来事から切り離される。

一拍とは、

加える行為ではない。

世界に急いで置かれたものを、

いったん、世界の外へ出す操作である。



一拍がある配置と、

一拍がない配置。

その差は、結果には現れない。

変わるのは、

出来事の重さではなく、

出来事の位置である。

戻されたとき、

それはもう反応ではない。

意味として、

そこに置かれる。



一拍は、間ではない。

配置の外側に出されたものが、

もう一度、置き直されるまでの

わずかな断絶である。

そのあいだに、

意味は沈み、

関係はほどける。

同じ出来事は、

もう同じ場所には戻らない。



一拍は、選ばない。

ただ、置かれる場所を変える。
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